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あらまし：文部科学省は学習要領の改訂にアクティブ・ラーニング型の授業を取り入れる考えを示してい

る．しかし，アクティブ・ラーニングは指導の難しさ，学習の評価の難しさなどの問題点を抱えているこ

とが報告されている．我々は，アクティブ・ラーニング型授業を支援する VR コミュニケーション環境を

開発することを目的として，アクティブ・ラーニングの参加者(学習者およびファシリテータ)の発話デー

タを収集する機能を開発し，利用者の意見に基づき本機能を評価した． 
キーワード：アクティブ・ラーニング，学習コミュニティ，VR，360度映像，発話データ 

 
 
1. はじめに 
近年，様々な教育機関でアクティブ・ラーニング

を授業に取り入れることが求められている．アクテ

ィブ・ラーニングとは，「主体的・対話的で深い学び」

と定義されている．文部科学省は新しい時代に必要

となる資質・能力の育成と，学習評価の充実を主軸

に学習指導要領の改訂に取り組んでおり，アクティ

ブ・ラーニングの視点を取り入れることで，未来の

創り手となるために必要な資質・能力をはぐくむ「社

会に開かれた教育課程」の実現を目指している(1)． 
アクティブ・ラーニングには「情報あるいはアイ

デアの獲得」「知的な行動」「強化や学習プロセスに

対する省察」の 3 つのレベルの活動があり，自律的

な学習者を育成するために，学習者に自らの学習プ

ロセスを振り返らせることが有効であると述べられ

ている(2)．さらに自己の学習プロセスの振り返りを

他者との対話を通じて行うことにより，多様な視点

から自己の学習プロセスを捉えることができる．本

研究では，こうした対話を通じてお互いの学習プロ

セスの振り返りを促進しあう学習者の集団を「アク

ティブ・ラーニング型学習コミュニティ」と呼ぶ．  
末松は教室以外の場所やコミュニティで日本語を

学ぶ学習者のうち，Facebook の学習コミュニティに

属している日本語学習者に対して調査をおこなった．

学習コミュニティをオンライン上で形成することで

学習者は普段得られない機会を得られる，時間的・

空間適制約が軽減される，他の参加者の意見や質問

を共有できるなどの利点を挙げている(3)． 
本研究では，オンライン上での学習コミュニティ

の形成を支援し，かつ学習プロセスの振り返りが行

えるアクティブ・ラーニング型学習コミュニティ形

成支援システム(以下，本システム)を開発する．先行

研究(4)では遠隔地にいる学習者同士が VR 空間上で

コミュニケーション可能な学習環境を開発した．本

研究では学習環境改善に向け，学習評価や振り返り

に向けた発話データ収集機能の開発を目的とする．  
 

2. アクティブ・ラーニング型学習コミュニテ

ィ形成支援システム 
2.1 VR コミュニケーション機能(4) 

VR コミュニケーション機能とは，VR を利用して

遠隔コミュニケーションを実現する機能である．図

1(左)に参加者が機能を利用する様子を示す．図 1(右)
にアクティブ・ラーニングの参加者が VR コミュニ

ケーション環境にアバターとして出現する様子を示

す．参加者は身振り手振りや発話音声を遠隔地にい

る他者と共有できコミュニケーションができる．  
2.2 発話データ収集機能 
発話データ収集機能とは，発話音声を音声認識技

術によりテキスト化する機能である．本研究では

HMD のマイクとの競合を避けるため Android スマ

ートフォンを用いて発話音声をテキスト化する．ま

た，Bluetooth 通信によってテキスト化したデータを
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HMD に送信する．図 2 に発話データ収集機能の実

行画面を示す． 
2.3 発話データ可視化機能 
発話データ可視化機能とは，発話データ収集機能

により受け取った発話データを VR コミュニケーシ

ョン環境で他の参加者と共有する機能である．図 3
に発話データ可視化機能によって VR コミュニケー

ション環境で発話データが共有されている様子を示

す． 
 

  
図 1 本システムの利用の様子(左)参加者，

(右)VR 空間におけるコミュニケーション 
 

 
図 2 発話データ収集機能 

 

 
図 3 発話データ可視化機能 

 
3. 本システムの評価 
 現状完成している発話データ収集機能については

HMD 内に発話データが送信されるが，これを分析

などのために HMD から抽出するインタフェースは

開発途上である．発話データ可視化機能については

図 3 のように最後に発話した参加者の発話内容が都

度上書きされる状態になっており，過去の発話履歴

を見直すことのできるインタフェースは開発途上で

ある． 
実験協力者は 4 名であった．2 名ずつに分けてそ

れぞれのグループに著者 1 名がファシリテータとし

て参加し，各グループ 3 名の間でコミュニケーショ

ンを行った．今回は開発途中のシステムであること

もあり，発話精度については評価しておらず，発話

データが可視化されることによってどのようなメリ

ット・デメリットがあるかを調査した． 
表 4 にアンケートの結果を示す．発話データ収集

機能だけでなく，VR コミュニケーション機能(アバ

ター，コミュニケーションのしやすさ)と発話データ

収集機能について，良い点，改善点を収集した． 
発話データ収集機能による発話内容の共有および

身振り手振りによるコミュニケーションの手法に関

しては肯定的な評価が得られた．改善点としては発

話内容の共有およびアバターの大きな動きなどによ

るコミュニケーションの阻害をどう軽減するか，ま

た音声認識により誤変換などがあった場合の修正方

法の提供などが挙げられた． 
 

表 1 アンケート結果 
機能 良い点 改善点 

VR 
コミュ

ニケー

ション 

・身振り手振り

によって，言葉

では伝わらない

意図が伝わる 

・参加者同士の立ち位置 
・アバターの動きで気が

散る 

発話 
データ 
収集 

・発話内容を記

述して記録する

よりも容易 

・発話者の区別がつかな

い 
・発話内容の共有方法 
・音声認識がうまくいか

なかった際の修正方法 
 

 
4. まとめ 
本研究では，アクティブ・ラーニング型学習コミ

ュニティのための VR コミュニケーション環境の開

発を目的として，参加者の発話内容をデータ化する

機能を開発した．本機能に対して、実験協力者から

は肯定的な評価を得られ，さらに機能を改善するこ

とによって，有用性を高めることができることが分

かった． 
データを抽出するインタフェースや履歴データを

検索できる機能を開発し，参加者が対話による振り

返りに役立てられるかどうかについて今後検討した

い．また，インタビューの要望でも得られた発言に

対する発言者の可視化についても機能を検討したい． 
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